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びわこ・くさつキヤンハス第19回　立命館大学機友会総会
立命館大学機友会創設60周年記念

BKC開設10周年記念

‥
り

り
し

．
I
J

＝
リ

し
思

遍
字
は
吊
山
行
川
代
）

三
学
科
構
嵐
の
機
友
会
と
母
校
の
一
層
の
終
息
を
祈
念
し
て

立
命
館
大
学
機
友
会
合
長
　
大

庫
　
輿
　
埠

（
昭
和
二
四
年
辛
）

持
上
、
機
友
奈
余
日
の
比
〓
柾
に
は
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
ヒ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

半
玉
は
、
本
会
の
誹
清
動
∵
㍍
付
し
、
∫
、

付
，
釣
り

と
こ
友
接
を
腸
り
城
に
在
日
珊
う
こ
き
い

ま
す機

友
奈
は
、
後
掲
の
車
夫
か
ら
も
お
分

り
の
し
】
お
り
、
こ
の
杵
、
創
設
六
ご
用
車

を
迎
え
て
お
り
ま
す
　
こ
れ
を
記
念
し
て

去
る
．
▲
〓
3
．
．
信
　
．
．
月
六
日
に
仙
川
設
六

∋
冊
牛
・
B
K
C
移
転
巨
冊
牛
記
念
総
会

を
閃
催
す
る
と
と
も
に
、
桂
皮
余
ニ
ュ
ー

ス
　
蒜
射
九
号
一
を
記
念
号
と
位
粧
づ
け
て

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
　
つ
き
ま

し
て
は
、
記
車
ご
執
笹
や
京
料
の
ご
捉
供

な
ど
の
ご
支
接
を
頂
い
た
祐
友
部
関
係
首

位
、
さ
ら
に
大
金
刷
奈
良
は
じ
め
舶
来
作

業
を
ご
損
当
頂
い
た
多
く
の
余
日
各
位
の

ご
友
接
に
よ
り
、
本
号
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
▲
　
多
大
の
ご
友
接
を
頂
い
た
余
日
祐
位

言
裏
、
し
よ
り
謝
意
を
来
し
た
く
存
じ
ま
す

こ
れ
ま
で
機
槻
十
六
工
什
お
よ
び
ロ
ボ
テ

′
一
ク
ス
学
科
の
卒
業
隼
・
f
弓
牛
な
ら
び

●

　

●

　

●

　

’

　

●

に
機
械
、
ン
ス
テ
′
言
ボ
大
学
院
の
卒
業
牛
・

在
学
牛
、
さ
ら
に
機
械
シ
ス
テ
ム
系
教
職

日
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
r
l
e
こ
し
十

名
を
越
え
る
巨
人
な
組
織
に
成
艮
し
て
参

里
仁
予
告
一
U
よ
．
．
蔓
蔓
四
年

り

ま

し

た

　

刊

、

′

∴

∫

－

ご

川
月
よ
り
　
「
マ
ィ
ク
ロ
機
構
、
ン
ス
テ
ム
工

学
科
」
、
「
最
上
情
Ⅲ
デ
ザ
ィ
ン
学
科
」
、

「
建
築
郡
市
デ
ザ
ィ
ン
学
科
」
　
の
．
．
．
学
科

が
新
設
さ
れ
、
マ
ィ
ク
ロ
機
構
シ
ス
テ
ム

「
守
杵
は
桂
槻
工
学
科
・
ロ
ボ
テ
ノ
・
ク
ス

学
科
し
と
こ
も
に
機
構
、
ン
ス
テ
ム
辛
系
を
情

友
し
ま
す
　
こ
の
よ
う
な
新
た
な
状
況
の

い
一
工
、
粍
友
余
し
「
二
言
は
柘
植
仁
学
則
∴
厄

日
∵
　
二
㌢
：
U
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
∵
定

日
八
㌦
㌫
リ
・
マ
ィ
夕
日
機
構
シ
ス
テ
ム

上
守
則
　
∴
厄
日
八
草
名
W
　
の
3
守
杵
合
同

の
校
友
紺
織
と
し
、
打
た
な
飛
躍
を
刑
す

る
こ
と
い
′
い
れ
㌢
り
ま
し
た

了
、
杜
松
で
は
二
学
杵
拓
恵
与
同
時

に
「
情
Ⅲ
理
工
‥
了
郁
二
■
告
〓
六
三
」
㌢
こ

が
設
附
さ
れ
、
教
存
・
佃
究
椚
両
両
一
y
大

帖
な
拡
充
が
冥
現
し
ま
し
た
　
／
－
－

、
仁
回
的
二

人
学
の
削
一
当
歳
ハ
廿
の
申
、
こ
の
よ
、
つ
な
打

た
な
飛
躍
を
次
々
に
圭
現
し
、
付
校
の
什

余
的
評
価
が
▲
持
し
舌
・
。
ま
イ
　
一

∵
二
お
り
ま
す

こ
と
、
校
友
首
位
、
二
と
も
工
場
び
に
堪
え

な
い
次
第
l
Y
あ
り
ま
す

ご
存
知
の
と
お
り
本
会
で
は
削
一
牛
来
、

皇
国
を
巨
．
．
．
ブ
U
ッ
ク
に
分
剖
し
た
皇
国

規
椀
の
友
邦
組
織
結
成
の
左
車
栄
二
仕
り

糾
ん
l
V
参
り
ま
し
た
が
、
鳥
旧
前
奈
良
を

い
、
し
こ
、
役
目
首
位
な
左
び
に
皇
国
行
地

の
余
日
首
位
の
熱
心
な
ご
協
力
い
r
卜
よ
り
、

す
で
に
仝
同
支
部
紺
織
が
弓
べ
て
相
立
さ

れ
て
お
り
ま
す
　
こ
の
車
業
は
、
ま
さ
に

卜
牛
に
わ
た
る
本
会
の
．
左
フ
ロ
ジ
∴
ク

ト
で
あ
り
、
機
友
奈
の
聴
史
を
両
す
る
人

車
業
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
　
符
友
部
設

立
の
た
め
の
諸
準
備
や
設
立
後
の
友
部
運

常
に
つ
い
て
、
祐
友
部
の
余
日
首
位
に
は

大
変
な
ご
尽
力
と
多
大
の
ご
友
接
を
腸
汀
、

こ
こ
に
重
ね
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
こ
ぎ
い
ま
す
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機
友
会
本
部
で
は
、
各
支
部
に
対
し
て

機
友
会
総
会
参
加
昔
の
交
通
典
冥
典
1
名

分
の
支
給
、
各
支
部
の
総
会
開
催
時
の
友

接
余
交
付
、
機
友
会
名
簿
の
更
新
、
在
学

牛
に
村
す
る
束
帯
・
奨
励
制
度
の
拡
充
等
、

機
友
会
清
動
の
清
作
化
の
た
め
の
諸
施
策

を
冥
施
し
て
お
り
ま
す
‥
ま
た
、
会
‥
日
給

位
の
ご
意
見
を
頂
成
し
な
が
ら
、
機
友
会

お
よ
び
付
校
の
さ
ら
な
る
発
屁
の
た
め
に
、

会
‥
日
の
皆
柾
と
と
も
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

た
く
存
じ
ま
す
■
　
今
後
と
も
本
会
に
対
し

て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
友
接
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
■

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
‥
〓
行
位
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
根
を
心
よ
り
お
析

り
＝
し
卜
げ
ま
す

二
十
一
世
紀
C
O
E

採
択
記
念
講
演
会

平
成
十
四
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の

新
規
車
業
と
し
て
　
「
世
非
的
レ
ベ
ル
の
研

究
拠
点
形
成
押
ハ
補
助
金
　
ホ
二
十
．
世
紀
C

O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
制
度
が
発
足
し
ま

し
た
　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
我
国
の
人

草
が
世
井
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学
と
帰

し
て
、
教
育
お
よ
び
研
究
水
準
の
向
上
や

世
相
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
的
人
材
を
育
成

し
て
い
く
た
め
に
、
競
争
的
環
境
を
醸
成

し
、
学
問
分
野
ご
と
に
世
井
的
な
研
究
教

存
拠
点
の
形
成
を
重
点
的
に
友
接
す
る
こ

と
に
よ
り
、
活
力
に
冨
み
、
国
際
競
争
力

の
あ
る
世
舛
‥
堅
‥
…
水
準
の
大
学
づ
く
り
を

珊
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

本
学
は
巨
四
・
卜
圧
隼
度
に
お
い
て
「
陀

射
光
牛
命
科
学
研
究
」
、
「
て
ィ
ク
ロ
・

ナ
ノ
サ
ィ
エ
ン
ス
・
渠
情
化
シ
ス
テ
ム
㌔

「
京
都
ア
ー
ト
・
エ
ン
タ
テ
ィ
ン
メ
ン
ト

創
成
研
究
」
、
「
文
化
追
種
を
枝
と
し
た

聴
吏
都
市
の
防
災
研
究
拠
点
」
　
の
1
拠
点

が
採
択
さ
れ
、
現
在
、
文
字
通
り
世
肘
最

高
レ
ベ
ル
の
研
究
・
敦
付
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
．
今
回
の
機
友
会
総
会
で
は
、
こ

の
．
．
卜
．
世
紀
C
O
E
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
採

択
さ
れ
た
1
件
の
中
か
ら
、
「
マ
ィ
ク
ロ
・

ナ
ノ
サ
ィ
エ
ン
ス
・
催
情
化
シ
ス
テ
ム
」

と
　
「
文
化
遣
正
を
棺
と
し
た
聴
吏
郡
市
の

防
災
研
究
拠
点
」
　
の
2
作
に
閏
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
出
先
牛
万
か
ら
採

択
記
念
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た

「
マ
ィ
ク
ロ
・
ナ
ノ
・
シ
ス
テ
ム
・

集
積
シ
ス
テ
ム
」
　
研
究
の

構
想
と
展
開

教
挽
　
杉
山
　
進

我
が
国
の
こ
れ
ま
で
の
座
業
の
発
展
は

．
も
の
、
づ
く
り
立
回
り
　
と
ま
で
呼
ば
れ
る

高
い
水
準
の
製
造
技
術
に
立
脚
し
て
来
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
　
し
か
し
な

が
ら
、
正
業
肘
で
は
、
こ
れ
ま
で
世
肘
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
半
導
作
技
術
分
野
に
お

い
て
さ
え
も
、
そ
の
基
盤
技
術
の
研
究
開

発
を
独
日
の
リ
ソ
ー
ス
一
∵
今
後
と
も
展
関

し
て
い
く
こ
と
に
限
肘
が
〓
始
め
て
お
り
、

大
学
の
貢
献
に
大
き
な
硯
律
が
冨
せ
ら
れ

て
い
る
　
国
際
的
な
視
点
か
ら
も
、
亜
業

非
と
大
学
と
の
連
鵜
が
も
た
ら
し
て
い
る

フ
ロ
ン
テ
ノ
・
丁
的
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
的
流
れ

は
今
後
の
帝
業
発
展
の
基
軸
の
．
つ
と
な

っ
て
毛
ュ
し
い
る
▼

人
草
に
お
け
る
シ
ー
ズ
が
藻
業
肘
の
ィ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
雷
与
で
き
る
分
野
の
．

つ
と
し
て
、
卜
は
予
、
機
械
、
光
、
化
学
、

バ
イ
オ
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
情
報
を
微

小
空
関
内
で
組
織
的
に
取
り
扱
い
プ
ロ
セ

ッ
シ
ン
グ
で
き
る
新
し
い
渠
樟
化
、
ン
ス
テ

ム
が
美
川
化
に
向
け
て
期
待
さ
れ
て
い
る

情
Ⅲ
ス
ト
レ
ー
ジ
や
光
通
信
、
携
帯
端
末

等
の
情
鞘
通
信
分
野
、
日
動
車
、
航
空
機
、

人
1
二
桁
量
な
ど
の
移
動
体
制
御
分
野
、
l
）
N
A

チ
ッ
プ
、
化
学
分
析
シ
ス
テ
ム
、
バ
イ
オ

セ
ン
サ
等
の
牛
化
学
分
野
、
ド
ラ
ッ
グ
デ

リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
、
診
断
機
器
な
ど
の

医
瞭
分
野
、
人
気
・
水
門
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

な
ど
の
環
境
分
野
な
ど
広
範
な
応
川
が
期

待
さ
れ
て
い
る
　
ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
す
な
わ
ち
頂
十
・
分
予
レ
ベ
ル
で

組
成
・
組
織
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

粟
現
さ
れ
る
新
規
機
能
を
有
す
る
ナ
ノ
構

造
・
機
能
材
料
を
マ
ィ
ク
ロ
デ
バ
ィ
ス
に

融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ィ
タ
ロ
か
ら

ナ
ノ
の
領
域
で
の
新
し
い
ハ
ラ
ダ
イ
ム
の

構
築
に
雷
与
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
　
こ
の
よ
う
に
加
速
的
な
勢
い
で
発

展
し
て
い
る
マ
ィ
ク
ロ
・
ナ
ノ
サ
ィ
エ
ン

ス
研
究
領
域
に
お
い
て
は
、
シ
ー
ズ
　
T
明

井
一
、
ニ
ー
ズ
　
（
応
川
）
　
の
両
視
点
を
有

し
、
耕
し
い
亜
莱
創
出
の
柁
と
な
っ
て
満

腔
で
き
る
苦
手
技
術
音
・
研
究
片
の
育
成

が
切
望
さ
れ
て
い
る

立
命
館
大
学
理
－
‥
羊
邦
よ
、
1
日
9
　
▲
1

牛
、
び
わ
二
・
く
さ
つ
キ
ヤ
ン
ハ
ス
に
移

転
以
来
、
先
進
的
な
施
策
に
よ
り
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
究
教
存
溝
動
を
展
開

し
て
き
た
　
1
9
9
4
隼
に
　
「
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
・
F
A
研
究
セ
ン
タ
ー
」
、
「
材
料
・

牛
帝
技
術
研
究
セ
、
／
ク
ー
」
な
ど
研
究
セ

ン
タ
ー
肝
を
設
立
し
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
拾

っ
て
我
が
国
の
先
駆
的
・
藻
草
通
推
研
究

活
動
を
聞
始
し
、
日
本
学
術
振
興
会
の
来

来
開
拓
車
業
や
N
⊆
○
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
推
進
し
て
き
た
　
1
9
9
6
隼
に

は
　
「
S
R
セ
ン
タ
ー
」
が
聞
設
さ
れ
、
シ

ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
放
射
光
を
清
川
し
た
物
質

構
造
解
析
、
超
微
細
加
仁
技
術
分
野
で
飛

躍
的
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
　
1
9
9
6

牛
皮
文
部
科
学
省
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー

チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
小
芋
「
極
微
構
造
と

機
能
の
解
軒
を
基
盤
と
す
る
新
京
材
の
創

製
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
1
9
9
7
隼

度
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
車
業
「
ナ
ノ

構
造
の
制
御
と
折
機
能
の
創
製
」
研
究
フ

ロ

ジ

ユ

タ

ト

、

1

9

9

9

牛

皮

ハ

ィ

テ

ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
車
業
「
イ

ン

テ

リ

ジ

ェ

ン

ト

・

シ

リ

コ

ン

・

ソ

サ

ィ

エ
テ
ィ
の
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
2
C

n
O
隼
人
規
根
葉
精
回
路
設
計
の
教
育
研

究
拠
点
と
し
て
言
L
S
l
セ
ン
タ
ー
（
ロ
ー

ム
記
念
館
一
」
を
設
世
す
る
し
こ
一
も
に
、

M
E
M
S
　
（
M
i
c
】
ご
　
E
－
〔
－
e
t
コ
V
 
M
（
土
－
≡
こ
し
已

S
y
s
t
⊇
S
）
の
研
究
拠
点
「
ア
ィ
ク
ロ
シ
ス

テ
ム
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
聞
設
し
、

り
エ
八
日
目
n
U
1
牛
皮
文
部
科
学
省
オ
ー
ブ
ン
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
車
業
「
マ
ィ

ク
ロ
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
ィ
ン
お
よ
び

シ
ス
テ
ム
化
技
術
の
開
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
い
る
　
（
図
1
）

∵
卜
．
世
紀
C
O
E
フ
ロ
グ
ラ
ム
研
究

拠
点
形
成
は
、
こ
れ
ま
で
の
締
紺
を
踏
ま

え
、
総
合
理
工
学
卑
攻
を
申
枝
と
し
て
各

研
究
セ
ン
タ
ー
や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理
⊥
学

卑
攻
が
有
機
的
に
結
合
し
、
「
マ
ィ
ク
ロ
・

ナ
ノ
サ
ィ
エ
ン
ス
・
渠
樟
化
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
新
た
な
学
問
体
系
を
構
築
し
よ
う

と
す
る
構
想
で
あ
る
　
常
に
社
会
ニ
ー
ズ

一

　

一

　

－

　

一
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マイクロ機械システム工学科
網羅する学術分野

デバイス技術　　　　　システム化技術

マイクロ真裏

光MEMS

パワーMEMS

バイオMEMS

マイクロセンサ　　　　　　マイクロシステム化技術

基盤技術

マイク。”セス　に尋

マイクロ材料　　函

崇崇竺崇了　E車
マイクロアクチュエータ

図2・マイクロ偉構うステム巨予杵・鋤旧年虻紺設享　け網羅する学術分野

■

　

　

■

　

　

－

　

一

に
応
じ
展
開
し
て
き
た
立
命
館
人
草
の
研

究
教
育
清
動
に
お
け
る
墨
縄
の
も
と
、
そ

の
粟
現
は
卜
分
に
吋
能
な
も
の
で
あ
る
と

相
信
す
る
・

匡
2
に
∵
巨
．
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ

ム
　
「
マ
ィ
ク
ロ
・
ナ
ノ
サ
ィ
エ
ン
ス
・
渠

桔
化
シ
ス
テ
ム
」
研
究
拠
点
形
成
イ
メ
ー

ジ
図
を
示
す
r
　
マ
ィ
ク
ロ
・
ナ
ノ
サ
ィ
エ

ン
ス
・
集
積
化
シ
ス
テ
ム
す
な
わ
ち
電
予
、

機
械
、
北
、
化
学
、
バ
ィ
オ
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
情
靴
を
微
小
空
関
内
で
組
織
的

に
取
り
扱
い
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
で
き
る
新

し
い
集
損
化
シ
ス
テ
ム
　
（
ス
ー
パ
ー
I
C

チ
ッ
プ
）
　
を
創
製
す
る
た
め
の
科
学
技
術

は
多
岐
に
渡
1
、
ま
た
解
決
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
来
加
の
技
術
要
嘉
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。
本
拠
点
形
成
に
あ
た
っ
て

は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高
く
か
つ
本
学
に

お
い
て
こ
れ
ま
で
の
粟
轟
が
あ
り
研
究
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
、
J
書
E
S
研
究
、
－
リ
ア

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
情
Ⅲ
通
信
デ
バ
イ
ス
研
究
、

【
㌣
知
能
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
の
二
つ
の
研

究
分
野
を
柱
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分

野
の
研
究
陣
を
車
業
推
進
糾
当
昔
と
し
て

結
供
し
、
研
究
体
刷
を
組
織
す
る
　
そ
し

て
、
祐
研
究
分
野
で
得
ら
れ
た
成
果
を
融

合
・
集
情
す
る
折
し
い
学
際
的
研
究
分
野

を
闘
拓
し
、
新
た
な
加
兄
を
杵
学
技
術
の

発
根
に
寮
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の

で
あ
る
∵

教
育
活
動
面
で
は
、
1
0
、
9
6
隼
理
工

学
部
内
に
「
ロ
ボ
テ
ノ
1
月
ク
ス
学
科
」
と
「
光

1
二
学
科
」
を
新
設
し
、
学
部
教
育
の
充
粟

を
周
っ
て
き
た
r
　
特
に
、
リ
ー
り
0
0
隼
に

は
学
科
構
断
的
刷
卑
攻
と
し
て
　
「
マ
ィ
ク

ロ

エ

レ

ク

ト

ロ

ニ

ク

ス

・

プ

ロ

フ

ェ

ッ

シ

ョ
ナ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
コ
ー
ス
（
以
卜
、

M
E
L
P
E
〇
」
を
設
粧
し
、
整
情
デ
ザ
ィ
ン
、

某
損
プ
ロ
セ
ス
、
渠
情
墨
某
に
関
す
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
む
と
し
一
も
に
、
現
在

で
は
大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
書
洋
P
E
（
一
展
問

を
進
め
て
い
る
■
　
2
n
U
ハ
〓
1
牛
皮
に
は
今

ま
で
以
卜
に
独
創
的
な
先
端
技
術
へ
桔
恒

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
教
帝
を
展
開

す
る
た
め
、
5
隼
．
賞
件
の
博
土
課
程
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
理
工
学
卑
攻
」
を
新
設
し
た
、

こ
こ
で
は
、
博
巨
課
程
教
吾
に
注
力
し
、

冥
践
力
を
備
え
た
伸
上
学
位
収
得
音
の
朝

出
を
目
指
し
て
い
る
■
　
更
に
リ
ム
八
日
U
ハ
〓
1
牛

度
に
は
理
工
学
研
究
科
に
　
「
国
際
藻
業
特

別
コ
ー
ス
」
を
設
け
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
人

材
育
成
と
人
学
院
の
国
際
化
を
推
進
し
て

い
る
。
更
に
2
0
n
U
4
年
度
に
は
理
工
学

部
に
M
E
M
S
技
術
晋
育
成
を
巨
眼
と
し
た

「
マ
ィ
ク
ロ
機
械
シ
ス
テ
ム
t
学
科
」
（
図

3
）
　
の
新
設
を
予
定
し
て
い
る
な
ど
、
マ

イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
サ
ィ
エ
ン
ス
に
関
す
る
教

育
体
制
の
整
備
に
右
手
し
て
い
る
㌧

本
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
マ
イ
ク

ロ
・
ナ
ノ
サ
ィ
エ
ン
ス
分
野
仝
股
に
お
い

て
満
腔
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

企
業
か
ら
受
け
入
れ
た
技
術
昔
の
再
教
育

を
含
め
て
、
多
く
の
当
該
分
野
に
お
け
る

博
土
学
位
収
得
常
を
亜
美
卯
に
粥
川
す
る

と
と
も
に
、
大
学
に
お
い
て
研
究
教
否
の

根
幹
を
押
え
る
若
い
研
究
教
育
芹
の
育
成

を
目
指
す
と
と
も
に
、
新
し
い
研
究
・
教

育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
新
世
紀
の
就
業

肘
に
お
い
て
校
と
な
り
満
腔
す
る
粟
践
的

技
術
昔
・
研
究
者
の
存
戊
を
目
指
す
も
の

で
あ
る地

震
と
丈
化
財

教
授
　
土
岐
　
憲
三

最
初
に
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
で
発
牛
し

た
有
史
以
来
の
地
震
の
記
録
や
調
査
結
果

を
解
り
易
く
ご
説
明
頂
い
た
一
そ
の
後
、

近
い
将
来
に
お
い
て
大
型
地
震
の
発
牛
が

予
想
さ
れ
る
場
所
と
そ
の
大
き
さ
等
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
が
あ
り
、
や
お
ら
出
席
苫

各
位
の
汗
意
を
喚
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た

ま
た
、
佃
々
の
地
震
の
被
告
の
甚
大
き
や

復
興
に
要
す
る
別
冊
や
、
地
鳥
予
知
技
術

の
進
歩
等
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
し
て

頂
い
た
¶．

万
、
京
都
の
回
宜
や
重
要
文
化
財
の

件
数
や
密
度
の
高
さ
に
つ
い
て
、
仝
可
レ

ベ
ル
で
の
調
査
結
果
が
紺
介
さ
れ
る
と
と

も
に
、
京
郡
で
人
里
地
震
が
発
牛
し
た
場

合
の
多
数
の
文
化
財
の
焼
失
や
破
壊
の
規

模
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
こ
れ
を
守
る

こ
と
の
聴
史
的
意
義
や
日
豪
的
意
義
、
さ

ら
に
世
肘
的
意
義
が
黙
り
ぎ
く
論
じ
ら
れ

亡

た

と
く
に
、
第
．
．
次
世
押
入
成
廿
に
ア
メ

リ
カ
車
で
さ
え
、
人
類
の
文
化
財
を
守
る

た
め
に
空
爆
を
避
け
た
京
郡
に
対
し
て
、

日
本
〓
身
が
巨
分
な
地
震
対
策
を
せ
ず
、

近
い
将
来
、
こ
れ
を
地
震
で
失
っ
て
い
い

の
か
？
大
戦
下
で
お
い
て
さ
え
、
ア
メ
リ

カ
車
が
こ
れ
を
守
っ
た
と
い
う
の
に
、
日

本
〓
ら
が
こ
の
人
類
の
主
物
を
焼
失
さ
せ

る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
世
肘
に
向
け
て
国

家
的
な
恥
で
あ
り
、
何
と
か
こ
れ
を
守
る

こ
と
は
日
本
の
仲
人
岬
で
な
い
の
か
？
と
の

土
岐
先
牛
の
信
念
の
よ
う
な
重
い
訴
え
が

あ
っ
た
　
こ
の
訴
え
を
中
心
テ
ー
マ
に
地

震
火
災
か
ら
文
化
財
を
守
る
た
め
の
研
究

が
、
文
部
科
学
省
の
．
．
十
．
世
紀
C
O
E

フ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
さ
れ
た
こ
と
の
意
義

が
改
め
て
紺
介
さ
れ
∵
　
文
部
科
学
省
と
し

て
も
こ
の
国
家
的
課
題
に
対
す
る
認
識
が

高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た

．
隼
麦
二
、
文
化
財
を
地
震
火
災
か
ら
圭

■

l

　

′

′

1

－

■

J

g

L

▼

る
協
議
会
の
発
足
と
、
今
後
の
活
動
計
両

当
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
お
前
を
お
伺
い

し
た
■
　
ま
た
、
地
小
唇
…
火
宮
か
ら
文
化
財
を

勺
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
地
震
災
宮
に

対
す
る
日
常
的
な
回
尺
的
認
識
の
高
揚
と
、

こ
れ
を
冥
現
さ
せ
る
た
め
に
税
金
の
何
が

し
か
を
国
策
と
し
て
、
地
震
防
災
に
回
す

よ
う
な
什
組
み
を
早
急
に
碓
立
す
る
こ
と

の
必
要
件
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、
〓
席
昔

．
司
、
認
瀧
を
改
め
ざ
る
を
得
な
い
想
い

で
あ
っ
た
■
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場
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芋
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高
鱒
悪
手
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機
先
会
則
設
　
機
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甘
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学
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育
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制
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軒
制
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学
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空
叫
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学
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圭
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毎
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新
入
生
歓
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場
比
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会
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会
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助
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ン
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ダ
イ
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＋
衣
箪
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－
‥
ゾ
鱒
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宣
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記
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初
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鉄
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O
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穐
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だ
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会
　
O
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よ
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八
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膝
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溝
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九
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膏
．
I
t
∵
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∴
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H
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プ
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∴
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［7］東北支部の設立により　全国13支部設立達成！

BKCイーストウイング
全国13支部の区分図　＜設立順＞

＜7＞ 

奈良和歌山支部 ■；‘’■
0

〔＝′

沖縄県
（九州支部）

平成13年3月24日

◇平成3隼10JH3日、第封りI総会の際、前機友会会長

．鳥目泰黒氏のご堤唱でスタートされた全国13ブロックの

友部づくりは後半、現会長人種典雄氏に引継がれ．平成

13隼：川2411、東北支部の設立により．l‾川1度く達成！

東北支部設立記念総会　2001．3．24

［8］更なる飛躍へ……機友会ホームページの開設・全国13支部のネットワークづくり

抑■tqJ叫YOl■Cりl ■■ロ　コ∫■●く■H（・8

立●什大事1■左●は、ユ●薗人事■T事IIYtui雫嶋一二抒■▼る
▼生、間電生、せ■、せ■ご）Rの′二めの呵冨■■■です

＿〝げ

■▲′の■ゲイ

■∫■州■■■く■■

■■〟
■〝

フr■7ル′√▲

■J（ウニ■－ス

Al■■一■■

∫相
ノJl■■■

■l■■J L′

●T t ll・†◆闊

．．．，”．．了．．いてさて－i
－√■－】ゝ　一′二の†′こて「○tlJ℡●仕メT t▲●lこ■）I▼

丘●館大甘，ヰふ食事n岸

制作：S35年卒高木守氏

＜ホームページ開設のお知らせ＞

◇　機友会の仝l射鳥友部設立速成を機会に本部と支部並びに友部相J描jの、

連携を蜜にすると据こ、機友会の右‥返り活性化を図るため、先日来洒井先′巨に

お願いし、関係会日とも相談の卜、IilくCイーストウイング4卜の機械システム車務

室内に機友会コーナーを設け「機友会ホームページ」ljH設の準備を進めて参り

圭したが、5月上伸二は試験発信が出来る運びとなって居り表す

＜ホームページの内容＞

◇　左記にホームページの裏紙を示しますが卜部にある「封筒マーク＿をクリック

すると、本部へメールするl恒が＝来ます．また「掲示板」を設けて居りますので、

余日回しがll川1に交信すること行け能です　その他については尖際にご憬頂く

として今後会日の情様のご意見ご協力を得ながら順次内容を充′来して行きたい

と考えて居ります1

ホームページし二RL �：http：／／www．ritsumei．ac．jp／sc／Illl／kiyukai／index．html 

く60周年記念写真集の編集を終えて＞

◇　級友会の年表づくり

平成10年秋、機友会関係の資料を整理中にたまたま、

九州支部発足会の出欠回答RlXの中に「昭和16年日下

部先生が機械科主任教授時代に我々が機友会を創設し
た・‥」旨のコメント（大分市安部正様）が目に付き、それ

から年表づくりが始まった訳で一十
一方、機夜会ニュース第2号発行の際、関先生にご提供

頂いた写寅には、はっきり「第四国縫友会」の文字が写っ

て悟り、それ以降の経過については資料があったのですが、

それ以前については、写貰以外に何の記録もなく、両部詳

細不明のまま仮定で年表に記載して居りました。ところが

最近になって、坂本副会長ご提供の資料により、従来昭和

37年の「臨時総会」としていたものが「第三回総会」で

あったという事が判明、年表の一一部を修正して漸く機安全

の創設から現在にいたる迄の年表が完成した訳ですr、

く〉　写島集の編集について

新しく完成した年表を基珊こ、手持ちの写真と、今回特

に各支部からお寄せ頂きました写真を基に、機友会の草創

期・成長期・発展期・そして支部設立のスタートから13

支部設窪達成までを地域別に纏め、最後に更なる飛躍の時

代へと増して、橡友会ホームページ樹言のお知らせ、及び
メールによる全国13支部のネットワークづくりの計画等

について捏示させて頂きました．＿．

昭和29年、当時四回生であった私典昭30年卒の幹事

が計画し、日下部先生・藤谷先生のご指導を得て衣笠で初

めての階段教室で第二回総会を持って以来約50年を回想

しながら編集して居りますと、掲載したい写真が多々あり

ましたが限られた紙面では載せきれず、皆様から寄せられ

た写真も山部割愛せざるを得なかった事をご報告してお詫

びと御礼に代えさせて頂きますG　（昭30年卒小野健二）

ノ

ぎ；一叫∴甘じ一嘔誓
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「神戸ワイン城」にて　第4回支部総会　2000．6．24

コ遜aa　遍や　顎恥l．．　　　一　・　・‾　　　・・・　　一一、
⊥二一一一叫一一一｝・一・・・・・一一・・一一－一、・一・一一一・、－－－二・年ド’・一・一一二‥七よこ二豊監空ご竺

舞子公園「コースタルリゾートペルーラ」ホテルにて第5回真部総会2002．6．22
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こ
洒
圧
氏
よ
り
、
ご
挨

拶
を
賜
り
、
付
校
の
発
展
の
お
前
を
拝
聴

し
、
＝
高
井
．
回
心
強
く
感
じ
ま
し
た

な
お
、
懇
親
会
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い

の
な
か
で
、
先
帝
後
常
分
け
桐
て
な
く
西

を
酌
み
交
わ
し
、
余
日
柚
圧
の
親
睦
を
深

め
得
た
有
意
義
な
．
日
で
し
た

以
仁
は
、
兵
岬
友
部
の
総
会
に
つ
い
て

の
記
述
が
主
で
あ
り
ま
す
が
、
友
部
役
‥
〓

会
は
、
毎
隼
に
数
回
行
わ
れ
て
い
ま
す

ま
た
、
「
立
命
館
大
学
兵
咋
県
校
友
会

の
つ
ど
い
」
　
に
当
友
部
か
ら
役
目
を
中
心

に
有
志
が
参
加
し
て
、
会
を
盛
り
仁
ヂ
こ

い
ま
す
　
な
お
、
秋
に
問
催
さ
れ
る
機
友

会
総
会
に
も
役
目
な
ら
び
に
当
友
部
余
日

が
樟
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す

今
後
は
、
新
た
な
余
日
名
簿
の
作
成
や
、

右
手
の
余
日
の
総
会
出
席
へ
の
勧
誘
な
ど

地
道
な
努
力
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

友
部
清
動
の
清
作
化
を
は
か
■
つ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
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北海道支部
32名
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編
集
後
記

今
回
の
機
友
会
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
立
命
館

人
草
機
友
会
の
創
設
6
日
現
車
お
よ
び
理
十
万
王
制
の

び
わ
二
・
く
さ
つ
キ
ヤ
ン
ハ
ス
　
｛
B
K
e
一
拡
充
移

車
1
日
周
隼
を
記
念
す
る
特
別
記
念
号
と
位
祈
づ
け

て
銅
版
・
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
　
大
金
晋
刷
余

艮
お
よ
び
小
野
使
．
．
監
杏
の
ご
指
導
の
も
と
二
、
歳

友
奈
の
皇
国
各
支
部
や
行
研
究
墨
同
窓
会
等
の
ご
と

接
を
頂
き
、
脱
稿
の
ご
執
羊
を
お
願
い
し
た
　
レ
7
、

に
今
回
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
の
あ

る
脱
稿
や
記
念
写
真
を
多
数
お
宮
せ
頂
き
、
車
務
局

と
し
て
誠
に
あ
り
が
た
く
、
関
係
祐
位
に
衷
心
よ
り

．
＝
γ
＼
お
札
申
し
上
げ
る
次
第
で
こ
き
い
ま
す

な
お
、
上
部
に
よ
っ
て
は
大
量
の
写
真
や
文
章
を

お
吉
せ
頂
き
な
が
ら
、
紙
面
の
都
合
上
、
適
宜
刊
愛

し
た
り
、
脱
稿
を
簡
略
化
さ
せ
て
頂
い
た
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
櫓
別
の
ご
了
解
を
頂
け
れ
ば
辛
い
で
す

本
号
の
編
集
に
当
た
り
、
脱
稿
の
ハ
ソ
コ
ン
入
力

や
版
卜
脱
稿
の
作
成
に
閃
し
、
本
芋
大
学
院
物
質
理

工
学
卑
攻
・
滝
沢
亮
半
君
の
ご
協
力
を
頂
い
た
　
こ

こ
に
記
し
て
深
甚
な
る
制
定
を
来
し
ま
す


